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｢英和辞典 の 記述 一 英文解釈論資料｣ 改訂稿
藤 本 正 文
掲記 の 紀要報告 (『富Ll｣医科薬科大学 一 般教育研究紀要』 23号 ､ 2000年 3 月) に つ い て ､ そ
の 前半 ｢a. 3英和辞典 (等)の 記述 (153単語242語法)｣の 部分 に た い し て 大幅 の 改訂 - 読
明文 の 字句訂正 4個所､ 各項目内の 字句訂正 4個所､ 新 しい 項目の 設置11､ 従来 の 項目の 削除
73､ 項目 の 肩番号 の 変更4 2- を加え る こ とが 必要 に な っ た｡
つ い て は こ こ に ､ ま ず 旧報告 の ｢は じめ に｣ (27頁) を再度掲載 し (一 部の 字句 を訂正 ､ 5､
6 を削除)､ そ の 後 に上記の ｢a . 3英 和辞典 (等)の 記述 (153単語242語法)｣ (28-49頁) に
改定を施 した 形 の も の を あ ら た め て 掲載 させ て い た だ く｡ な お ､ 同紀 要報告 の 後半 ｢b. 13英
和辞典 (等)の 記述 (21単語24語法)｣ (50-62頁) の 部分に つ い て も多少の 訂正が必要な の で ､
最 後 にそ れ らの 個所 の こ と を書 き添 え て おく ｡
こ の 改訂稿 は い わ ば特異 な性質 の もの で あ るが ､ 表題 に ｢ 英文解釈論｣ と呼ん で い る も の は
本 日現在執筆を終え刊行 を予定 し て い る 原稿 で あ っ て ､ それ は細部 に 異例 の 煩雑 さ を含 ん で い
る｡ そ して こ の 原稿 ほ ひ と た び完成出来 た っ もり で あ っ たも の の ､ そ の 後 な お 少 し で も 内容 の
向上 を､ と 考え て 読み 直すう ち に､ 加筆､ 削除､ 訂正を す べ き個所 に 次 々 と 気付く こ と に な っ
た｡ そ して そ れ らの 改善を施す こ と が､ そ の ま ま こ と ご とく こ の 旧紀要報告を加筆､ 削除､ 訂
正 する必要 に つ な が っ た の で あ る｡
ち な み に こ れ は旧 報告の ｢は じ め に｣ の 5 と して 述 べ た こ と で あ る が､ 英和辞典 に は お り お
り に 改版が行 わ れ る (どの 辞書 で どの 時期 に な るか は予測 で きな い)｡ す る と そ の 辞書 に つ い
て の 調査結果 に ､ 有効性 はた ん に 改版の 目の 前日 ま で の もの ､ と い っ た 限定 が つ く こ と に な る｡
よ っ て 出来 るだ け早く､ 出来 る だ け改版 の 事態が訪れ る前 に ､ 得 ら れ た調査結果を印刷物 と し
て 固定化 して お きた い ､ と い うJ[J､理 - 焦燥感 - もあ っ た｡ 結果 と し て 旧 報告の ｢は じ め に｣
6 の 予告 に もか か わ らず､ こ の た び こ の 改訂稿を提示す る こ とが 必要 に な っ た ｡
こ の よ う な 不体裁 で 不能率 な原稿を生 むもと と な っ た 旧紀要報告 に つ い て ､ 一 般教育研究紀
要編集委員会 に た い し て お 詫 び を 申さ な け れ ば な らな い ｡ (2001年 9月 1 日)
は じ め に - 全文
a 3英和辞典 (他)の 記述 (153単語241語法) - 改定後の 全文
b 13英和辞典の 記述 (21単語24語法) 一 訂正個所の み の 摘記
は じめ に
1 本稿 は､ 筆者が現在､ 執筆､ 刊行を予定して い る英文解釈論､ 『英文リ ー デ ィ ン グ基本単語
の 研究 一 英和辞典から の 前進を探る - 』(リ ー ベ ル 出版 ､ 2001年度内に刊行され る予定)
の ため の基礎資料で ある｡ 本稿 におけ る記述は､ す べ て そ の 書物に照らし合わせ て 読ま れるも
- il -
の となる こ とを前提に し て い る｡
2 ≪ a 3辞典 (他)の記述 (153単語241語法) ≫ は､ 同書 の ｢英和辞典に つ い て｣ の節､ ｢3｣
に お い て 言及する調査の記録で ある ｡
3 ≪ b 13辞典の記述 (21単語24語法) ≫ は､ 同書 の 同節､ ･｢2｣ に お い て言及する調査の 記
録で あ る｡
4 本稿は い ま これを､ た ん に こ れ の み に て独立した 一 編 と して 提示しなけれ ばならな い ｡ そ の
理由は次の 3点で ある｡ ① 内容が調査の 結果を無加工 の まま記録するも の で あ る｡ ② こ の記
録は上記の 英文解釈論 (それ は英和辞典論で はな い) へ の編入にな じまな い性質の も の で ある｡
③ しか し こ の 記録は､ か ならずな ん らか の形 で 公開さ れる ことが上記の英文解釈論に と っ て
必要不可欠で ある ｡
a 3英和辞典 (他)の 記述 (153単語241語法)
序/ 辞典一 覧/a - yo u
序
1 こ こ に3英和辞典と は､ ｢はじめ に｣ に触れ た 『英文リ ー デ ィ ン グ基本単語の 研究』 にお い
て ｢資料 一 覧｣ に C J類と して 挙げる <K N C> <O R E> <T G E> の3辞典を い う｡
2 見出し語の肩に ある小さな数字 は上記 『研究』 の 中で 用い る語法の 番号で ある｡ そ れぞれ の
見出し語の もと で ､ そ の右 に短 い 字句で あらわす語法を問題に して い る ｡ 本稿 の こ の報告で は
そ れぞれ の語法に つ い て ､ 上記 の 3辞典お よび下記する英和辞典､ 英英辞典に見られ た記述 -
例示文､ 意味の規定､ 説明の 文言､ 等 - を そ の まま転記する ｡ た だし ｢本文｣ と あるの は､
当該辞典の 記述を上記の 『研究』 の 方に転記して い る の で こ の報告 へ の 転記は省略する旨を表
わし て い る ｡
3 上記の ｢ 資料一 覧｣C-2類の <K C L> < KD E J> <K G R> <S R H> の 4英和辞典の取扱い :
先 の CJ 類 の 3辞典の い ずれ に も納得の で きる (批判の 余地の な い) も の と し て こ こ に 転
記をする こ と の で きる記述が見あた らなか っ た場合に旦杢､ こ れ ら の 4辞典を参照する こと
に し て い る ｡ そ して こ れら の 4辞典の い ずれ に もや は りそ の ような納得す べ き性質の記述が
なか っ た場合に は､ そ の都度そ の事情を ､ 上記 の 『研究』 の ※欄に お い て 報告す る｡ ま たそ
… ㌧ /＼ ー ′ ＼ ノ
の 場合 に は, こ れ ら の 4辞典の ことは こ の 本報告の 中で は何ら の言及をも行なわ な い , と い
う形をと る こ と にする｡
4 上記の ｢資料一 覧｣ C-3類の <ICE > <IN E> <K N E> <O C E> <S C C> <S P E> の 6英
和辞典､ E-4類の <LGM > <O A L> <W B S> の3英英辞典の 取扱い :
とく に 必要があ っ た場合に の み これ ら に触れ る｡ た だ し こ れ らの 辞典の 検索件数 は､ C-2
-il革-
頬の 4英和辞典に た い するそれと比 べ て はるか に少な い ｡
5 辞典に は改版が行われる ことがあるが ､ 以下はす べ て の 辞典に つ い て ､ そ の1999年8月の 時
点で の状態を表わ し て い る｡ (こ の update の 手続きは､ 上記の 『研究』 の 中の ｢英和辞典 に つ
い て｣ で 述 べ て い る｡)
6 各項目の 末尾に ､､ そ こ に転記し つ つ あ る もの は い かなる性質 ( 内容)の記述で あるか､ を記
す｡
辞典 一 覧
英和辞典､ 英英辞典の 書名､ 版､ そ れ ぞれ の 略号は次の とおり｡ ま た略号は ､ 上記の 『研究』
の ｢資料 一 覧｣ C l類､ 2類､ 3類､ 4類 に掲げるもの と同じで ある｡
『岩波英和大辞典』 中島文雄編 (岩波書店､ 1970, 90- 18刷) ⇒ ICE/ 『岩波新英和辞典
(補訂版)』 中島文雄､ 他編 (岩波書店､ 1987, 91一補訂6刷) ⇒I N E/ 『講談社英和 中辞
典』 川本茂男他編 (講談社､ 1994, 95-2刷) ⇒ K D E J/ 『研究社リ ー ダ ー ズ英和辞典 (第
2版)』 松田徳 一 郎監修 (研究社､ 1999, 9-1刷) ⇒ K G R/ 『研究社 カ レ ッ ジ ラ イ ト ハ ウ
ス 英和辞典 (初版)』 竹林 滋､ 他編 (研究社 ､ 1995, 95-2刷) ⇒ K C L/ 『研究社新英和中
辞典 (第6版 )』 小稲義男､ 他編 (研究社､ 1994, 95-6刷) ⇒ K N C/ 『研究社新英和大辞
輿 (第5版)』 小稲義男編 (研究社 ､ 1980, 91-22刷) ⇒ K N E/ 『旺文社英和中辞典』 高橋
源次監修 (旺文社､ 1975, 91一重刷) ⇒ O C E/ 『旺文社 ロ イ ヤ ル英和辞典』 宮部菊男 ､ 他編
(旺文社､ 1990, 91- 重刷) ⇒ O R E/ 『三 省堂カ レ ッ ジ ク ラ ウ ン英和辞典 (第2版)』 大塚高
信､ 他編 (三省堂､ 1986, 91-5刷) ⇒ S C C/ 『小学館プ ロ グ レ ッ シ ブ英和辞典 (第2版)』
小西友七 ､ 他編 ( 小学館､ 1987, 91- 15刷) ⇒ S P E/ 『小学館 ラ ン ダ ム - ウ ス 英和大辞典
(第2版)』 同辞典第二 版編集委員会編 (小学館､ 1994, 94-1刷) ⇒ S R H/ 『大修館 ジ ー ニ
ア ス 英和辞典(改訂版)』 小西友七編大修館書店 ､ 1994, 95-改訂再版) ⇒ TGE/Lo ngm a n
Dictio n a ry ofCo nte mpo ra ryEnglish, 3rd ed. , ed. Della Su m me r s(Lo ngm a nGr o upltd. ,
1995) ⇒ L G M/oxfo rd A dv a n ced Le a rn e r
'
s Dictio n a ry of Cur r e ntEnglish, 5th ed. , ed.
Jonathan Crowther (Oxfo rd: 0Ⅹfo rd Univ . Pr e s s, 1995) ⇒ O A L/ Webste r
'
s Third Ne w
Inte r n atio n al D ictio n a ry ofthe English La ngu age, ed. PhilpBabco ck Cove (G. & C.
M e r ria m-Webster, 1976) ⇒ W BS
a
l
(冠)a + 普通名詞
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)一
論文 な どの 題名 の 例
a
2
( 冠)a +形容詞 + 普通名詞
(K NC)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
-13-
a
3(冠)a + 序数詞(+ 名詞)
(K N C)-
(O R E)a third r e a s o n
(T G E)本文
例文
a
4(冠) 本来の 適用対象外の 普通名詞
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
a
9( 冠)a +固有名詞
(K N C) a Ne wto n ニ ュ ー ト ン の よ う な 人 (大科学
者)
(O R E)a M o z a rt モーツ ア ル トの よ う な 天才音楽
家/ a Da niel(ベ ニ ス の 商人 の) ダ ニ エ ル の
よ う な 名裁判官/ the mind of a Ne wto n o r
a Ba ch ニ ュ ー ト ン や バ ッ - の よ う な 精神/
a se c o nd Ma chia v elliマ キ ア ベ リ の 再来 (と
も い う べ き人)
(T G E) 本文
挙げ られ て い る例 (他の 辞書 に つ い て は本 稿 の b
の 調査 を参照)
a d dr e s s(動)｢と りく む｣
(K N C)本文
(O R E)-
(T G E)-
例文
al l
l
( 代) 非具体的な人 々
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
al 1
2
( 代) 情緒的な用法
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
用法が あ る こ と へ の 言及
a l 1
7
(形) 情緒的に あ た る例文
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文-
例文(言及)
all
13( 副)at all
(K N C)否定文､ 否定文 ､ 条件文.
(O R E)否定文､ 疑問文､ 条 件節 (そ の 例文 に は 本
文引用 の も の が あ る)0 (ま た 肯定文 も あ る が ､
そ れ は ｢`inde ed' の 意 味 の 方言｣で あ る､ と｡)
(T G E)否定文､ 条件節 ､ 疑 問文､ 肯 定文 (そ の 例
文 は本文引用の も の)0
S R 日: 否 定文 ､ 疑 問文 ､ 条 件節 ､ 肯 定文 (W ell,
Ⅰ
'
m hap p yto s e eyo u at all,)
生 起す る環境の 規定
a m o ng
l(前)Am o ng - 1 be - 2 存在 を あ ら
わ す
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E卜一
例文
a m o u nt
l
( i)n o a m o u nt of -
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)A
例文
a nd
l
(接)Ⅲot と共起す る場合
(K N C)本文
(O R E卜
(T G E)一
例文
a n oth e r(形)ju st a n othe r -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文
例文
a n y
2
(形) 最上級 と と もに 馴 ､ る場合
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
I C E: Heis the m o st ge Ⅱe r o u s m a n ofa ny .
K G R: He is the besしkn o w n of a ny living
n o v elist. 現 存小説家中 も っ と も有 名だ
例文( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査 を参照)
a rg u ab ly
R
(副)｢お そ らく は｣
(K N C)本文
(O R E) Ha Tnletis a rgu ably the m o st popula r
- 14-
a nd fa m o u splay e v er w ritte n.
(T G E卜
例文
a s
l
(副)a s +形容詞_
(KNC)本文
(O R E)-
(T G E)一
言及
a s
7
(接) - 1 , a S - 2 ｢- 1 で あ るo すな わ ち こ の
よ う に し て - 2 で あ る次第 だ｣
(K N C卜
(O R E)-
(T G E卜
例文
a s
lO(接)a sC a sS be ､ 余剰な a s
(K N C卜
(O R E卜
(T G E)本文
言及
a s
13
(# )No u n(,)a s ･ ･ ･ed
(K N C)本文/-
(O R E卜/-
(T G E)-/-
I C E:-/ 本文
S C C: Mt. Fuji as se enfr o mSu r ug
･
a/ 本文
前 が制限的､ 後が 非制限的 で あ る よ う な例｡
な お ､ ｢限定｣｢制限｣ の 対象 と な る もの に つ い て ､
IC E
,
I N E
,
K G Rの 記述 は本文 の と お り ｡ ( 他の 辞
書 に つ い て は 本稿の b の 調 査を 参照)
a s
14(接)No u Ⅲ(,)a s - ( - は S V をも つ 形式)
(K N C卜
(O R E) 本文
(T G E)-
s c c: (元来の 意味 は｢ - の よ う に｣ で あ るが ､ 文
頭 ･ 文 展 ま た は 途中に 挿入 さ れ て) ･ - だ が ;
( 文頭に 出て い る形容詞 や分詞の 次に 挿入 され
た 場合 は ､ け っ き ょ く 強 め の こ と ば と な る)
実際､ 事 実｡ T hisis a n e x a mple of n atu r al
sele ctio n, a syo u c all it(a sitis c alled) こ れ
が い わ ゆ る 自然選択 の 一 例で あ る (以 下 は訳
文 を省略す る) As it hap pened, I bad n ot
m o n ey e n o ugh with m e, but suffic e nt
at ho m e. / W hile w e w e r etalking, a sit
hap pe n ed, o u rfrie nd Ge o rge c a m einto the
I o uter office./ As go od lu ck w o uld ha v eit,
a polic e m a n w a spa s sing
･
o u rho u s eノ He
is qtlite w ell, a sit ap pe arsノ If I bad m o r e
e xpe rie n ce, I migh tn ot mind it s o m u ch,
but a sitis, I a m te rrified./ - あまり に も
多 い の で 以 下 4例 の 転記 を省略す る｡
掲記 に該当す る例文｡ な お ､ <S C C> は ､ ｢ 挿入的
に｣ と い う範噴 の もと で の 記述 の 転記｡ ( 他の 辞書
に つ い て は本稿 の b の 調査 を 参照)
a s
16(接)S be a s - 1 a SS be
-
2 ①双方 が 相並
ん で 存在
(K N C)-
(O RE)本文
(T G E)I
例文
a s
17( 接)S be a s - 1 a S(S be)
-
2 ② 双方 が 相
並 ん で 存在､ か つ 順序 が逆転｡
(K N C)-
(O RE)-
(T G E)-
例文 (言及)
a s
18( 揺)S be a s形 容詞 a s - ､ 否定 の レ ト リ ッ
ク
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K D EJ: 本 文
例文
a s
19(接)As - 1 be to - 2 , - 3 be to - 4/ - 3
beto - 4 a S
-
1beto
-
2 ､ 並行 の 関係
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文
例文
a s
38( 関代)a sbeS - ､ a sが補 語 で あ る場合
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)-
言及
a s
40(関代)
"
- 十 a S +S V l- + V 2 -
"
メ タ 言
語的挿入句
(K N C)一
(O R E)-
-15-
(T G E)I
例文
b a r el y
2
(副) 否定的な用法
(K N C)本文
(O R E)I c a nba rely u nder･sta nd him . 私 に は 彼
(の 言 う こ と) が は と ん ど わ か ら な い / T hey
barely n eed a tbing. 彼 ら に必要 な もの は ほ
とん ど な い
(T G E) a ba rely fu r nished r o o m家具 が わ ず か し
か つ い て い な い 部屋
例文 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)
b e2(動) 前置詞- 1 be - 2 ､ 存在 を あ ら わ す
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)I
言及
b e
3(動､ 助) 形容詞 be - / - ingbe - ､ 存在
を あ らわ す
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
言及
b e
4
(動一定形)be S - 1 0 r - 2 ､ 可能性 の 列挙
(KN C)-
(O R E)-
(T G E)-
IC E:beit tr u e o r n ot.
K G R: Beittr u e o r n ot.
K N E:beit tr u e o r n ot.
言及 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の bの 調査 を参照)
b e
5
(動-定形)be that a sit m ay
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)I
例文
b e
7
(助)S be - ing､ 事柄 の 同 一 性
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)一
言及
b e8(助)S be - ed､ 現在 の 状態
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E卜
例文
b e
12
( 助)if S beto d｡ 当人の 意図
(K N C)-
(O R E)It's tim e w e m o v ed o nifyo u
'
r eto catch
tbat train . そ の 列車 に 乗 る つ もり な ら腰を上
げる しお どきだ
(T G E)本文
言及
b e
13(助) if S bet｡ d｡ 別の 人の 意図
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)一
言及
b ef o r e
l(接) - 1 befo r e- 2 ､ ｢- 1 で あ っ て ､
そ し て そ の 後 に - 2 で あ る｣
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)I
言及
b e fo r e
3
(前)- 1 befo re - 2 ｢- 1 で あ っ て ､
そ して そ の 後 に - 2 と な る｣
(琴N C卜
(O R E)-
(T G E卜
言及
b e st ( 副)S be be st - ed｢S は- さ れ る の に か
ぎる
(K N C)T hatisbest refu s ed. そ れ は断 る の が い ち
ば ん い い
(O R E)本文
(T G E)-
KNE: Thisisbest r efu s ed.
S R H:Itisbestign o r ed.
言及 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を 参照)
b u t
ll(関副､ 関代) - 1 but - 2 ､ 関係 副詞 の 場
A
ロ
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及
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c h a l le ngin g( 形) 骨の 折れ る
(K N C)-
(O R E)-
(T G E卜
S R H: 本文/a ch al lenging c o u r se
例文
ch o o s e(動)No u nto cho o sefr o m
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)一
言及
c o mb in ed( 動一分詞) 複数的で あ る No u n +
c o mbin ed
(K NC)-
(O R E卜
(T G E)一
言及
c o m e
lO
(動一分詞) No u n c ｡ m e-
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E卜
例文(説明)
c o mp a r ab le
R
( 形)｢そ れ と 同等 の｣
(K N C)-
(O R E卜
(T G E卜
S R Ⅲ:本文
W B S: 本文
こ の 意味 に よ る用例
c o mp a r ed (動一分詞) - 1 , C Om p ar ed to - 2
(K N C卜/(T he e a rth is o nly a baby c o mpa r ed
witb m a ny othe r c el stial bodie s.)
(O R E)-/ (T hey a re w elloffc o mpa r ed with
wbat they w e r eten yea r s ago.)
(T G E卜/(-)
W BS: 本文/(-)
言及｡ 初め に 当面問題 にす る用例､ / の 次 は文 の
述部 が co mpa r ed with-
''
の - の と こ ろ と 比較 さ
れ て い る よ う な例｡ (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b
の 調査 を参照)
c o n c e r n
2
(名)
(K N C)本文
(O R E) 順調に行 っ て い る事業 (会社)-
(T G E)営業中 の ( 通常う まく い っ て い る) 会社
(事業)
意味 の 説明
c o n s cie n c e
R(名) 善悪の 判断力
(K N C)善悪 の 観念/-
(O R E)-/-
(T G E)本文/I
本文 に述 べ た よ う な 意味規定/ 本文に 述 べ た よ う
な例文
c o ul d
l
(助) 仮定法､ 用法を 2 つ に分 けて示す
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
c o u nt e rp a rt
R
(名) 再言及の 手段
(K N C) (T heJapa n e se c o u nte rpa rt ofafir･st-cla s s
railway c arriageis a Gr e e nCa r.
一 等車 の
日本版 は グ リ ー ン 車 で あ る)
(O R E) 本文
(T G E) (T he Diet Bnilding in Japa n is a
c o u nte rpa rt of the Capitol in the United
States. 日 本 の 国 会議事堂 は ア メ リ カ の キ ャ
ピ ト ル に あ た る)
例文
c o v e r(名)fo r c o v e r
(K N C)本文
(O R E)s eek co v e rdu ring a sto r m
(T G E)T hetrip w a s a co v e rfo his s m ug gling.
例 文
c r ed it(名) 悪い こ と の 責 任
(K N C卜
(O R E)-
(T G E)I
例文
d e ci de (動)｢判断 を下す｣
(K N C)--
(O RE)本文
(T G E)I decided(that)I w a sto o oldto take the
job. そ の 仕 事 に就 く に は年 が い きす ぎ て い る
と判断 し た (思っ た)
言及
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d e m o c r a cy( 名) 民主主義国
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K C L: 本文
例文
d e ni al
R(名)a de nialthat -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K C L: 本文
こ の 構文 へ の 言及
d e s c e nd in g
R(形)
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
例文
d e t e r mi n e(動) ｢ 判断を下す｣
(K N C)-
(O R E) 本文 ｡ ま た ､ I che cked the body a nd
dete r min ed that it w a sto o late for a ny
at te mpt at r e s u s citatio n. 私 は 死体 を点検 し
て み て 生 き返 らせ よ う とす る に は遅すぎる と
判断 した｡ (こ れ らが a pr e vio u slydete r min ed
a ctio n(あ ら か じ め決定 さ れ て い た 行動方針)
と同居｡)
(TGE)-
S R Ⅲ: ｢ 結論を下す｡ 断定する｣｡ (例 文な し)
語義 - の 言及 と そ の 例文
d o z e n( i)do z e n s of -
(K N C)口語
(O R E) 口語
(T G E)略式
ス ピ ー チ レ ベ ル の 指定
e c o n om y(名) 経済地域
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)～
言及
e n o ug h
2(副)en o ugh thatS V -
(K N C)本文
(O R E) He s aids olo ud e n o ugh that allco uld
he ar .
(T G E) 本文
例文
e v e n
3
(副) ev entho ugh -
(す べ て 本文に記 し た｡)
e v e r
l
(副)適時問的
(転記を省略す る)
e x p e rie n c e(名) 知覚の 上に 起 こ る こ と
(K N C)-
(OR E)-
(T G E)本文
例文
fe w
l(代) ｢は と ん どの 人が … で な い｣
(K N C) 杏
(O R E)杏
(T G E)否-
2 つ の 意味範時の 別建 て
f in dl( 動) ｢… で あ る (と思う)｣
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)一
意昧 に つ い て 説明す る こ と
f in d
2 ( 動)S find o n e s elf in + 場所 を 表 わ す
No u n
(K N C)(自分が) . . .の 状 態に (場所に) い る の に 気
づ く / 本文
(O R E)自分 の 位置 (状態)に 気づ く /-
(T G E) (気が つ く と) あ る場所 ･ 状 態 に) あ る､
い る /-
意味の 説明/ 例文
fo r
2
(揺)- 1･ Fo r - 2 独立 の セ ン テ ン ス を っ く
る
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)-I
S R H: 本文
言及
fo r
4( 前) ｢- と い う 結果を え て (と も な っ て)｣
(K N Cト-
(O R E)-
(T G E卜
言及
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gi v e n
l(形)a giv e n - /a ny giv en -
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
L G M: 本文
giv e n
2 (動一分詞) giv e n - ｢- が 在 る の だ か
ら｣
(K N C)(G iv e ngo od he alth, o ITe C a n a chie v e a ny
thing. 健康 で い られ れ ば)
(O R E)(G iv e n the abo v e a s s u mptio n s, it is
pr edictedthat . . . 上述 の よ う に 仮定すれ ば …
キ予測 さ れ る/ It w o uld be po s sible, giv en
a little m ore tim e, to s a v eyo u r co mpa ny.
も う少 し時間 が あ れ ば あ な た の 会社 を救 う こ
と は可能 で し ょ う)
(TG E)本文
L G M: Giv enthe cir c u m sta n c es, yo n
'
v e c oped
w ell.
OA L: Given the gover nm ent
'
s rec ord on
u n e mploym eⅢt, their cha n c e s of wirl ning
the ele ctio nlo ok po o r.
W B S: G iv e nthe n atio n alpa nickin e s s. . .,1ibe r als
ba v eto be v e ry ca r eful ofthe co mpa ny be
ke eps.
こ の 形式 に た い して 与 え られ て い る例文 ｡ カ ツ コ
で く く っ た もの は 当面の 使 わ れ 方 に 該当 し て い な
い
｡ (他の 辞書 に つ い て は本稿の b の 調 査を 参照)
gi v e n
3( 動 J hl 詞)given that - ｢- と い う
事実が 在 るの だ か ら｣
(K N C) (Giv en(that)o n eisin go od he alth, o n e
c an a chieve anything. (健康で い られ れ ば)
(O R E) (Giv en a- b(a - b ナラ バ)/G iv e ntbat
allm ell a r e equ al(す べ て の 人が 平等 だ と す
れ ば)
(T G E)本文
S P E: 本文
S R H: 本文
こ の 形 式 に た い し て 与 え ら れ て い る例 文｡ カ ツ コ
内の も の は 当面 の 使わ れ 方 に 該当 して い な い ｡ (他
の 辞書 に つ い て は本稿 の bの 調査を参照)
g o n e(動一分詞) No1ユngO n e-
(K N C)一
(O RE卜
(T G E)I
例文
g r a nt e d(動一分詞)Gr a nted, - い But - 2
(K N C) Gr a nted that what yo u s ayis tr u e, it
'
s
n o e x c u s e. 仮 に君 の 言う こ とが 本当だ と して
も､ それ は言 い 訳 に はな ら な い
(O R E)Gr a nted that yo u a re right … 仮 に 君 が
正 し い と し て も …
(T G E)本文
例文
h a d
l
( 助)bad - ed 前過去
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)I
例文
h a d
2
(助)had Sl - ed
(K N C卜
(O R E)-
(T G E)-
言及 (例文)
h a1 f( 副)halfagain a s m u ch/ halfa s m u ch
aga lⅢ
(K N C)本文
(O R E卜
(T G E)I
例文
ら a v e7(動)ha v eO - ed 受動 の 状態の 持続
(K NC) T hey had a chart spre ad (out) o n the
table. 海 図を テ ー ブ ル の 上 に 広げて い た
(O R E)本文
(T G E)-
こ れ に 該当す る例文 ( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の
b の 調 査を参照)
h elp
l(動) ｢ 悪い こ と を助長す る｣
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)-
K G R:help o n e
'
s r uin . 滅亡 を 早め る
例文
h elple s s( 形) /- 1 y (副)｢(自分で は) ど
う に もな ら な い / な らな く て｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K D E J: 本 文
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副詞の 場合 の 例文
h e r/h e (代) 同一 の 人称代名詞･､ 異な る指示対
象
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)I
言及
h o p′ef u l ly( 副)｢願 わ く ば｣
(K NC)-
(O R E) 本文
(T G E)Hopefully today w o uld be abette rday .
例文
i f
l
(揺)No u nif-
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
言及
i f
4(揺)- 1 ,ifo nlybe ca u s e- 2
(K N C)本文(1
(O RE卜 ( … と い う 理 由か らだ けで も)
(T G E)-(-)
IN E:-( … と い う 理 由か らだ け で も)
例文 (カ ツ コ 内は 意味 の 説明) ( 他の 辞書 に つ い て
は本稿 の b の 調査を参照)
i flO(揺)ifat all
(K N C)本文
(O R E)-
(T G E)-
言及
in
l
( 副) 動詞+ in o n -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
in の 語 の も と で の 記載
in
3
(前) 金額+in -
(KN C)-
(O R E)-
(T G E)I
例文 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の bの 調査を参照)
i n a s m u ch
R
(揺)in a s m u ch a sS V - / in
a s m u ch a sS V -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)--
S R H: 本文
例文
i n cl u d e (動) 全部の もの の 場合
(K N C)(全体の 一 部 と して) 含む/-
(O R E) (部分･ 要素 と して) … を 含 む/-
(T G E) < 人 ･ 物 ･ 事 が > <人 ･ 物 ･ 事 > を (全体
の 中 の 一 部 と し て) 含む /-
最初 が語義の 説明､ 次が 当面の 用例 と同 じ意味に
な る例文｡
in c r e a si n gly (副)｢い よ い よ ･ ま すま す｣
(K N C)本文
(O R E)bec o m ein c re a singly sleep y
(T G E)be c o m ein cr e a singlydiffic ult
K C L: It is be co ming in cr e a singly diffic ult to
liv e within my In co m e.
S R H: As Be etho v e ngr ew olde r, it be ca m e
in c r e a singly difficultfo rbin to hea r.
例 文 を転記 し て お く. (K D E J､ K G Rに は例 文が
な い ｡)
i n t o
2
(前) 基数詞- 1 into - 2｢- 1 だ け入 -
た と こ ろ で｣
(K N C)--
(O R E)-
(T G E)I
例文
in v olv eR~2( 動) ｢ 内容の 一 部 と し て も つ ･ 付
帯事項 と し て も っ｣
(K N C) 第一 義 ｢巻き込む｣ (太字) / 第二義｢含む｣
(太字な し)
(O R E)第 一 義 ｢ 巻き込 む｣(太字) / 第二義｢ 伴う｣
(太字)
(T G E)第
一 義 ｢巻き 込む｣( 太字) / 第二義｢含む｣
(太字な し)
意味の 表わ し方
k n o w
l(動) ｢ 思慮分別が あ る｣
(K N C) 本文
(O R E)I kn o w bette rtha n to giv eto ngu eto
this question .
(T G E)Yo u sho uld ha v ekn o w nbet te r(tha nto
do s u ch things).
例 文 (3辞書 とも成句と して の 取り 扱 い で あ る｡)
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1 a t e
2(形) ｢ 故人｣
(K N C) m ylatefathe r亡父/ thelate Mr , Br o w n
故 ブ ラ ウ ン 氏
(O R E)i
(T G E)the late pr e sident 前 大 統領/ he rlate
(la m e nted)hu sba nd 彼女 の 亡夫
例文
l a t e r(副) 基数- later
(K N C)本文
(O R E)-
(T G E卜
K G R: 本文
例文
L o nd o n ( 名) 国家
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)-
例文
m a n y
l(代) 非具体的な用法
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
K G R: 本文
こ れ に 該当す る例文
m ix ed(形)
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
ニ ュ ア ン ス の 点 の 説明
Ⅲ o r e
4( 副)the more + 形容詞 + No n n, 絶対
比較級
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及 (な お ､ 見 出 し語 tbe の も と で も事情 も上記
と同 じ)
m u ch
l(代)m u ch ｡fa N｡ u n
(K N C)-/-
(O R E)s o,to oな ど を伴 っ て / Ha mletisto o m u ch
ofa thinke r.
(T G E) 本文/ 本文
to o m u ch of a - の 用法の 説明/ そ の 例文
n e a rl y
2( 副) ｢お お む ね｣､ 肯 定的
(K N C)第 一 の b. の 区分 I w a s n e a rly ru n o v e rby
a c a r. ∴ 第 一 の a . の 区分Itis n e a rly half
pa st six . / We a r e n e a rly at the top ofthe
hill. ほ か
(O R E)第
一 区分 He v ery n e a rly m a r ried he r. /
S he w a s n e a rly a srich as him s elf. ほ か ｡
(T G E) 第 一 区分 He v ery n e a rly fell into the
pond . /n early alw ays ほ か
KCL: 第二 区分 O h,I n ea rly fo rgot, / We n ea rly
mis s ed thebu s. ∴ 第 一 区分 Itis n e a rly nin e
o
'
clo ck ノItis n e a rlytim eto go to bed. は
か ｡
K N E: 第 一 区 分 の b. S he n e a r･1y fell into the
r
Liv er･ , / ∴ 第 一 区分 の a . Itis n ea rly tim eto
go . /Theletteris n e a rlyfinished. は か｡
S C C: 第 二 区分 I n e a rly mis s ed the bu s. / S he
w a s n e a rly dr o w n ed. / es c ape n e a rly ほ
か / ∴ 第 一 区 分 The n e who u s eis n e a rly
finished. / It
'
s n e a rlytim eto go .′
ほか ｡
前項目(n e a rly
l
) の こ と も 合わ せ て 記す｡ ∴ の 前
に 否定的 な意味の た め の 意味区分 と例文､ ∴ の 後
に肯定的 な意味 の た めの 意味区分 と例文 を記す｡
∴ が な い 辞書 で は こ の 区分分けが行 わ れ て い な い ｡
( 他の 辞書 に つ い て は 本稿 の b の 調査を 参照)
o f
5
(節)- 1 be of - 2 ､ 材料/ 目的格属格
(K N C卜/-
(O R E卜/-
(T G E卜/-
S R H: 本文/ 一
言及
of6(前)- の 中に あ っ て｣
(K N C)本文(成句と し て)
(O R E)her e ofallpla ce s
(T G E)of allthings
例 示
o n e
7
( 代)｢そ の 一 つ の 例｣
(K N C)既 出の 可算名詞 の 反復 を避 け て ､ (そ の)
一 つ ､ そ れ
(O R E)先行す る可算名詞句の 二輿
(T G E)a(a n)+ 名 詞 の 代用 で ､ 亜壁宣ま た は総称
の 人 ･ 物を 指す
I N E: 前 出名詞 と の 反復 を さ け て
K D E J: 同 一 名詞 の 反復を避 け る た め に 旦上 普通名
詞の 代わ り に 用 い て､ そ れ と同類 の 者 (物)
K G R: 可算名詞 の 反復を避 け る た め に 用 い て ､ 同
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類 の もの
K N E: 既 出の co u ntable の 名詞の 反復 を避けて
こ の 用法 が 属す る意味範時の 規定 の 仕方 ｡ 下線 は
引用者｡ (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査 を 参
輿)
o nly
l
( 副)o nly の 位置 の 問題
(K N C) - (o nly が 動 詞 の 傍 に あ る 文が ､ そ うで
は な い 文 と 同 じ意味 で あ る 旨の 説明が あ る-
引用者)｡
(OR E)論文 な ど の 改 ま っ た 文体 で は､ … o nly は限
定す る語句 の 直前 に置か れ る傾向が 比較的強
い ｡ し か し 口 語的な文体 で は ､ . . . の 位 置 に く
る こ とが 非常 に 多く､ 話 し言葉 で は音調 に よ っ
て 意 味が あ い ま い に な る の を 防 い で い る｡
(T G E)o nly は通常修飾す る語 ･ 句 ･ 節の 直前 か ､
時 に 直後 に お く｡ 略式 で は 動詞 の 直前 (be 動
詞､ 助動詞 は そ の 後) に 置 か れ る傾向 に あ り､
o nly に修飾 さ れ る 語 は強く 発音 さ れ る｡
ICE: ｢ 動詞を限定 ｡ He c an o nly gu es (gu es s
o Ⅲ1y). 主語 を 限定｡ Only yo u(Yo u o nly)c a n
gu es s… しか し o nly は動 詞 と 結合 し て い て
も他 の 部分を限定す る こ とが あ る｣
I N E: ｢o nly の 位置 に よ り 意味 が異 な る こ と が あ
る｡ Only yo u(yo u o nly)ca ngu e s s. は主語 を
限定､ Yo u c a n o nly gu e ss(gu e ss o nly) は動
詞 を限定｣
K N E: ｢た だ し … (例示一 引用者) と云 う べ き と
こ ろ に ､ o nly を述語動詞 の 前 に置 い て . . . (例
示- 引用者) と い う 傾向もあ る｣
O C E: ｢ 文を 修飾す る場合 は動詞 の 前 に 置か れ る
こ と が 多 い ｡ 一 般 に は o nly を動詞 の 前 に 置 く
傾向が強 く ､ ま た 特 に 強調す る場合 を除 い て
は 副詞 o nlyが 文頭 に 来 る こ と は少 な い｣
S R H: ｢とく に形式弓長 っ た 書 き 言葉 で は ､ 修 飾 す
る 語句 の 直前 に 置 か れ る こ と が 多 い ｡ … し か
し only が 最 も多く置か れ る 位置 は､ (本) 動
詞 の 直前 で あ り､ 話 し言葉 で は 強勢 に よ っ て
文 意 を明 らか に し､ 一 般 に 強く発音 さ れ る語
句 が修飾さ れ る要素 で あ る こ と に な る｣
説明の 転記 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査
を参照)
o t b e r wis e(副) ｢そ れ 以 外 の 点 で は｣､ 名詞
句内の 小部分 と し て の 用例
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K G R: 本文
例文
p ai d(動一分詞)S bepaid fo r｢S に､ そ の 代価
が支払 わ れ る｣
(K NC)-
(O R E)本文
(T G E卜
例文
p a y a b le(形) 支払う べ き
(K N C)本文
(O R E)payableto bea re r
(T G E)-
OA L: 本文
K C L: 本文
例文
pla c e
2(i )in thefir stpla c e
(K N C) 本文
(O R E)-
(T G E)-
言及
pla u si b le
R( 形) ｢妥当と思わ れ る｣
(K N C)-
(OR E)信頼 で き そ う な
(T G E)(話､ 議論 な どが) 妥当な-
K D E J: (説明が) 穏当な
S R H: も っ とも ら し い (か な らず し も悪 い 含 み は
な い)
説明
p o w e r s(名) 当局
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
S R H: 本文
例文
p u t(動-分詞) put, S V -
(K NC)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
q u ot e (動)S be qu oted a s - ing -
(K N C)本文/ < 新聞な ど で よ く用 い られ る >
(O R E)He w a squ oted a s saying that. . . 彼 は …
と 述 べ て い る と伝え ら れ た / <一>
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(T G E)Ⅲeis qu oteda sha vings aidthat … 彼 は …
と言 っ た と い わ れ て い る / <->
I C E:-
K G R:-
K N E:-
S R H:-
/の 前 は例文､ 後 は説明
r ela ti v e( 名) 親族
(琴N C)親類 (の 人)､ 親戚 (の 人) / 本文二 He
'
s a
clo s e(dista nt)r elativ e of min e.
(O R E)親類 ､ 親戚､ 姻戚､ 縁者/ 本文
(T G E)親族､ 身内｡ 家 族や 結婚 に よ る 縁者 を含む
/本文
/ の 前 は意味の 規定､ 後 は例文
r el e v a nt /i r r ele v a nt
R ( 形) ｢ 重要
性 ･ 有意義性 が あ る/ な い｣
(K N C)本文/ H is r em arks a r eir rele v a nt to the
s ubje ct u nde rdis c u s sio n.
(O R E) a c o nfide ntial m atter rel v a nt to the
ca s e/ ir r ele v a nt to o u r a rgu m ent
(T G E) Yo u rqu e stio n is n ot r ele v a nt to the
subje ctノ ー
L G M: T he s eiss u e s a r edire ctly r ele v a nt to the
n e eds ofslo wle a rn e r sノ 本文
r elev a nt/ irr ele v a ntの 例文
r e st, (名)the re st of -
(K N C)-
(O R E卜
(TG E卜
言及
s aid(動一分詞) ｢そ う は言う も の の｣
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
K C L: 本文
言及
s a y
l(動)what S have to s ay
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
言及
s h o uld
4 (助)S2 V
-
sbo uld Sldo
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
s h ｡ ul d
S( 助)thatS do
(K N C)口語 で は sho uld を用 い な い こ と が 多 い ｡
(O R E) く 米 > 語 で は sho uldを用 い ず､ 原 形動詞
( 仮定法現在)だ け で あ る の が ふ つ う｡ < 英 >
で も こ の 傾向 が広く見 られ る｡
(T G E)-(例文の み)
上 は説明文の 転記
s ｡
3(副)Soitbe that -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K D E J: 本文
例文
s o m e o ll e(代) ｢ 者( 人)｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K D E J: 本文
例文( 言及)
s o m et h iⅢ g
l( 代) ｢物｣
(K N C)-
(O RE)本文
(T G E)-
例文( 言及)
s p o k e n(動一分詞)S be spoke n of a s -
(K N C)本文
(O RE)-
(T G E)I
言及
st a t e(名)"the state ofthe a rt''
(K N C卜
(O R E)-
(T G E)-
例文
s u p po s ed
3(動 JjJl詞)be s up po s edto do
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)I
例文
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t e ch ni c al ly ( 副) ｢ 規則､( 条文) 通 りに い
うと｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K C L: 本文
例文
te r m s
2
(名)in te r m s ｡f 動名詞. . .
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)I
言及
t h a n
9
(関代)- tha nV -
(K NC)Her s ervic es a r e m o re v alu abletha n w a s
sup po sed. 彼女 の 尽力 は 想像 し て い た よ り 貴
重 なもの で あ る｡
(O R E)It ha s c a u s ed gr e ater cha ngestha n had
o c cu r r ed sin c e2,000 B.C. そ れ は紀元前2000
年以降 に起 き た大変化 よ り も大きな変化 を ひ
き起 こ した
(T G E)W e ha v e m o r e applestha n c o uld be e ate n
in aday . 1 日 で は食 べ き れ な い ほ ど の リ ン
ゴ が あ る
S C C: T her eis m o r ein life tha n m eet the eye.
人生 に は 目に み え る以上 の もの が あ る
言及 ､ 例 文 (他の 辞書 に つ い て は本 稿 の b の 調査
を参照)
tb a t
3(代)thatis
(K N C)-
(O R E)-
(T G E卜
例文
th a t
23 (関代) No u nthat S be 関係代名詞 の
thatが続く
"､
s be
"
に と っ て の 補語
(K N C) a . 主 語 と して b. 補語 と して c. 他動 詞､
前置詞 の 目的語 と して
(O R E)1. 主語 2. 目的語 ･ 補語
(TGE)1. 主格 ･ 目的格
K C L:1. 主語 と な る 2. 他動詞 の 目的語 と な る 3.
前置詞 の 目的語 と な る 4. 補語 と な る
以 上 は､ 意味区分 の 立 て 方｡
IC E: < 記述名詞 ･ 記述形容詞 を先行詞 とす る挿入
句的感嘆節 で >Fo olthatbeis! / < - who,
who m , which> Fo olthat heis!( 同じ例文
が 二 度の っ て い る)
IN E: < 記述名詞 ･ 記 述形容詞 を先行詞 とす る挿
入句的感嘆節で > Fo olthatheis!
S P E: < 関係代名詞 の 先行詞 が補語 に な っ て い る
場 合 > Fo olthatIa m!
以 上 は ､ 本文 で 言 及 した 例文｡ (他の 辞書 に つ い て
は本稿 の b の 調 査を 参照)
t h a t
24
( 関代)No u nlthat be No u n2(No u n2
は固有名詞)
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)I
言及( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)
t也 a t
25(関代)二重限定 の 関係詞構文
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
言及
t h a t
27/ w h ichl/ w h ｡2 ( 関代)N｡ u n
that + S Vl
. .
+ V2
･ ･ / No u n which +
S Vl
- + V2
- / No u n who + S Vl
- +
V2
･ ･
(K N C)that:-
which:-
who :-
(O R E)that: 本文
wbich:-ト｣
who:-
(T G E)that:--
wbich: 本文
who: 本文
言及 (例文)
th a t
S~6(関代)N｡ u n +the rebe､ ｢ 存在して い
る と こ ろ の ､ No u n｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文
省略を示す例文
th a t
S-10 (w h ic hS-2/ w h oS-2) ( 閑代)
No u n +S Vl
- + V2
-
､ 挿入節を含 ん だ 関
係代名詞節か ら の 関係代名詞の 省略
K N C:that:-｢-J
which: イ ｣ー
who :-｢主格の 関係代名詞 は省略 を し な い
の が 原 則だ が ､ the reis … な ど の 後
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で は省略 さ れ る こ とが あ る｣
O R E)that: 本文/ ｢ 関係詞省略 : 主語 の 場合 に は
tber eis(a r e)の 後 やit … tbatの 場 合以外省
略 しな い｣
wbich:-/ ト｣
wbo :-/ ｢ふ つ う は 省略不可 で あ る が ､
the reis . ‥ 構文 な どで は[口]で 省略
す る こ とも あ る｣
(T G E)that:-/ ｢T he reis で 始 ま る文 で は主格 で
も省略可能｣
wbich: 本文/ ｢ 主格で あ っ て も挿入句前 の
wbicb が省略 さ れ る こ と が ある｣
w ho :本文/ ｢ 略式で は T be r eis(w a s) . ‥
や 強調構文 の Itis(w a s) … の 後 で は
省 略 さ れ る こ と が あ る｡ / 挿入句の
前 の who が 省略れ る こ とが あ る｣
S R H: 本文
初め に ､ 当面 の 形式 の 例文｡ 次 に ､ 主 格関係代名
詞の こ れ 以 外 の 場合を含 む あ ら ゆ る場合で の 省 略
に関す る説明の 文言｡ (他の 辞書 に つ い て は本稿 の
bの 調査を 参照)
t h e
2(冠) 呼び替 え の ある 場合
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)-
例文
t b e4(冠) 社会的､ 世 間的な根拠
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)一
例文
t h e
6
(冠) 小説の 書 き 出 し
(K N C)-
(O R E)一
(T G E)一
言及
t be
lO
(冠)the + 国民名 ､ 国際社会 の 単位 と し
て
(KN C卜
(O R E卜
(T G E)-
こ の 形式 の ､ こ の 意味 に 当 た る用例 (他の 辞書 に
つ い て は本稿 の b の 調査 を参照)
t h e
ll( 冠)the + 家名､ 個人名入 り の 場合
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)I
用例
t b e re
2( 副)for ther eto be C､ . ･t｡ be " が 副
詞的
(K N C)一
(O R E)-
(T G E)I
言及
t h ird( 名) 分数
(K N C)On e(a)third ofthe se n ato r s ar eelected
every tw o ye a r s./ -
(O R E)a third of ltaly's c o n s u mptio n ofshe etgl
a ss/ folda r obein thirds
(T G E)本文/ tw othirds
S R H: o n ethird ofthetotal/ 本文
例文｡ / よ り も後 の と こ ろ は､ 分子が 2以上の と
き の もの
th is
l
( 形)this +人 の 立場 を あ らわ す N｡ un
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
S R H:本 文
言及
tb o s e3(代)tho se ofu s - な ど
(K NC卜
(O R E)-
(T G E卜
言及( 例文)
ti m e( 名)s o m e ofthe tim eな ど
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
当面 の 形式 の もと で の 例
t o
4 (前)･･ - 1(,) tO
-
2
"
対比､ 退叙 的な場合
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
t o
6(節)S be 形容詞 No u nt｡ d｡ ｢S は･ ･ ･す る の
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に は - で あ るよ う な No u nだ｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文
言及
t o
8 (前)S V - , to do ､ ｢S V- で あ る｡ そ して
や が て ､
- す る｣
(K N C)< 結果 >
(O R E) < 結果 >
(T G E) < 結果 >
所属す る意味範噂
t o
ll( 前)To do, S V - ｢ 次は - す る(do) こ と
に 当た る の で あ るが ､ すな わ ち S V - で あ る｣
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)I
言及
t o
S
( 前)｢to 不定詞｣ に お け る省略
(K N C卜/ 本文
(O R E)-/All he c o uld do w a s(to)repeatit.
(T G E卜/-
比較表現の 場合の 例示/ 補語の 場合の 例示
t o o
4( 副)n ot + to o - > 緩叙法
(K N C)-
(O RE)-
(T G E)-
こ の 用 法 に つ い て の 説明
t u r ll(名)in tu r n
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文
言及 (例文)
t u r n ed(動 JjJl詞) Nou nl tu r n ed No u n2
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)SallyQuin nis a repo rte r-tu r n ed-n o v elist.
サ リ ー - ク イ ン は新 聞記者 か ら小説家 と な っ
た
K C L: 本文
L G M: a cto rtu rlled politicia n/ fo otballplayer
tu r n ed a utho r[s o m eo n e who ha sdoll e OIl e
job a nd tbep do e s s o m ething c o mpletely
diffe r e nt.
O A L: He
'
s ala wye rtu r n ed politicia n(He w a s
fo r m erly ala wye rbutis n o w apolit cia n.
W B S: W a rtim e dia ry of a JO u r n alist tu r n ed
lie ute n a nt c o m m a nder./ W alls ris e she e r
a r o u nd
,
the c o urtyardtu r n edtheate r.
例文 と そ の 訳文 ( 他の 辞書 に つ い て は本 稿の b の
調査 を参照)
w ay
s(名)tbe w ay - ｢- か ら判 断す る と｣ (判
断者 の 明示が な い)｡
(K N C)本文
(O R E) He s e e m ed u n e a sy the w ay he sto od
ther e.
(TGE)-
K D E J: T he w ay theypropo s ed the pr oble m, w e
c a n a ss u m ethat n o n e ofthe m a rethinking
ofcba ngl ngtheir mind.
S R H: John m u st bein love with Judy, the w ay
hetalks abo uthe r.
当面 の 用法 の 例文 ( 他の 辞書 に つ い て は 本稿の b
の 調査 を参照)
w a y
6(名)the othe r w ay a r o u nd
(K N C)--
(O R E)-
(T G E)-
K D E J: 本文
例文
w el 1
2
( 刺)- 1 a S W ella s
-
2 二 つ の 事 柄の 単
な る並列
(K N C)本文
(O R E)-
(T G E卜一
K G R: 本文
例文
w 也 a t
l
(代)whatS be(all)abo ut
(K N C)-…
(O R E)-
(T G E)-
S R H: 本文
allを伴 わ な い 場合 - の 言及
w b a t
8
(関代) ｢こ れ こ れ で あ ると こ ろ の もの｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及
-26-
w h e r e
4( 関副)Itbe 前置詞句 whe r e - ｢- で
あ る 場所 は､ C で あ る｣
(K N C卜
(O R E)-
(T G E卜
言及
w b ic b e v e r( 関形)whiche v e rNo u n - ｢ -
で あ る よ う な No u nは ど れ で も｣
(K N C) < 疑問形容詞 > 本文
(O R E) < 関係詞 > Ple a s etake whiche v e r(o n e)
yo ulike. ど ち ら (ど れ で も欲 し い の を お 取
り な さ い
(T G E) く 関係 代名詞 ; 形容 詞 的用法 > Take
wbicbe v e r(o n e[o n e s])yo u w a nt. 欲 し い も
の を ど れ (ど ち ら) で もお取りな さ い
w h ol e
l
(形)whole - ､ 個々 に お い て そ れ ぞれ
そ の 全体
(K N C)-
(O R E)-
(T G E卜
言及
w h ol e
2
( 形)whole - ､ 情緒 的な用法
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
S RH: 本文
例文
w h o s e(関代)No un l , Who s eNo un2it be to
do
(K N C)-
(O R E)-
(T G E卜
言及
w ithS~1(前)S V - , No un - ing
(K N C)-
(O R E卜
(T G E)本文
例文
w ithS13(前)S V ･ ･ , No u nl No u n2
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
w ith
S-4(節)S V - , No u n +形容詞相当語句
(K N C)一
(O R E)-
(T G E)一
例文
w ith o ut(前)
"
S V - , witho ut
-
- ing
''
/
"
S V ･ ･ , witho ut - - ed
"
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E)-
｢ 付帯条件｣と し て の 例文
w o tll d
l
( 助)純粋 な ､ 過去か ら見 た未来
(K N C)-
(O RE)-
(T G E)-
K G R:本文
例文
w o ul d
2
(助)｢単 な る仮定｣ の 説明
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
説明
w o ul d
3
( 助) 文内の 条件節以外 の 表現 が 現実
に反す る仮定 の 条件 を提示する
●
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K C L: 本文
例文
y e t
4
( 副)
"
S be yet to do
"
(K N C卜
(O R E)-
(T G E)I
説明
y o u
l
(代)1人称複数者､ 3人称複数者 を さす
(KN C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及
y o u
2
( 代) 総称的 ( 実際上 1人称単数者､ 3人
称単数者)
(K N C)-
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(O R E)-
(T G E)-
K D E J: 本文
例文 (他の 辞書 に つ い て は 本稿の b の 調査を参照)
b 13英和辞典(他)の 記述(21単語24語法)
｢英和辞典の 記述 一 英文解釈論資料｣ (『富山医科薬科大学 一 般教育研究紀要』23号､ 2000年3
月) の中の ､ 下記 の個所を訂正す る｡
5頁 i n3 (前)⇒ in
4
(前)
56頁 t h a n5 (関代)⇒ t b a n9 ( 関代)
57頁 t ha t
K-ll(w h ic hK~1/ w h oK-1) ( 関代)⇒ t h a tS-10 (w h ic hS-2/ w h oS-2)
59頁 w ayヱ( 名)⇒ t h a tS~14( 関副)
61頁下 か ら 5 行目 に 属 して い た に 他な らな い ｡ ⇒ に 属 して い た変色に 他 な ら な い ｡
62責 (一 覧表 の 中)
i n3 ⇒ in4
t b a n5 ⇒ t h a n9
t h a nK-ll ⇒ th a tS-10
w a yヱ ⇒ t h a tS-14
ま た､ すべ て の K E J と あ る とこ ろ を K D E J と読 み 替え る.
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